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京部帝田人マの削ヽyに関かった

代人的な人物として、l心国ヤハ望

と小ミト広次のｊ人かあけられる、

川清戦㈲後､京人削､yの拍きか本

桁化したときに右叩人山だったの

か西欧トyてあり、文江竹原門学務

り｣ことして実務の巾心にいたのか

本丿ヽ‘たった.．

　

西国与は√剌汀四肺が･を打破
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分
科
大
学
の
設
立
理
ｙ
上
科
大
学

り２０

ｊ

丿穴の叫I:□゛'1孚図中,丿I㈹

大丿８弓８'りり４土I,-ｵ'ト竹斤

を町Jけ，平作帝国ナ学通印｣

和｣定にナモな役割泰甲七し

ブム,のじ戸作高等上三才仁

けQfにＪ ･;リ1り二皮柚八lyの

而々卜万二長に秋嘔した｡，

12｛よ

　

川i･III戦翁終糸､1,良、ll哀の仙Ｊ･IJを

　　　

次第に幣備されていった｡教肯シ

求める声か強まとり、そのための人

　　　

フ､テムとしては、学圧制て･はなく

付鏝成のｙ↓々として、yいや教介機

　　　

科目制か採川されたフツバ|こごとに

関の拡充か剔えられるようにな９

た

　

小部帝川人字によjいて叩に科

人字か辰初に設､宍されたいは、;窮

　

づいレ八絞ドム帽の設㈲をそのま

圭刊川てきたことﾆか人き々理山て

はあったか、それ以外に、し心のよ

う々川家的jl万丿○要､漬か背けに

あったたろう

　

また、淑人とＷ.なりリ:甲科とに日

を同

　

ヅババトじ丿ﾄﾋした四は、肖

時の史料によれは岫も設置を求め

られている乍科を岫優元にしたた

めで計放か少々かったこと、放学･

物理学･化す々､とは理レfこ卜Iレ屈に

しても教で川･片七え々く経済llも

行胚てある二二かよバナ･しれている

　

剛ヽlz:侍には、レトドジ:･賎械ドi々

のごI八卜力八か､設置.されたか､ヅ

1即町卜しぎ川）圧には、牧子･物叩

学緋拍卜化学･契造化才イ･に気レ尹･

採鉱冶令すら汚才十ﾛﾉ皿圧没され、

その川燥は

　

ぺいこ拡允し、設備も

受講科目を定めるのではなく、受

講四順庁は問われずに修学午限内

丿勺巾にそ回柚川洲

問に介桁すれば卒業試問を受けら

れるという、よりヅブ|{の科目選択

の∩山を認めた制度てあった｡
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た卜目の受持教官から､その課程の開

始時､伊了峙､さらに試問の合格時に巳ﾛ

令七らうことになっていた。(2-241
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大
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設
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第ﾆの帝国人学か剛ヽyされるこ

とか決まってからも、四千丿、示の

敷地は々か々か決山し々かった｡。

肖初丿文部宵は､匡科のみを交通の

便もよく人［］も多い人阪に置くこ

とを考えていたが､京都では府会

の行ﾉＬ行らか介走して誘致運動を

繰り広け、京都設置を実川させた｡

ところかﾊﾟ叶|;設i敵ﾉ石丸定後文部首

は､匡付人マは鴨川の内回にあっ

た京祁府医ｙ校〔川〕;個ギド巾才↓

じI丿の校とを誤り受けて増改築

を行えばよいと号えていたため。

　　　　　　　

､ごごI‘｡･ﾌﾟﾀＵ
削ヽy委いの１人絹りll戈之助け消

極的てあるとして反対し、その心

兄か容れられて、すべての駿㈲を

新築する二､とにようやく決定し

たその結眼回収されたいか現ぬ｛

の医ず部およひ病院尚内てある

　

匡付人字は、二のように､々ぺに

あたっては設備の充実に意を汗い

ており、その後も他の分科人ずに

比へいちはやく拡充への道々進ん

Λご|八科人字は1899（旧ｈ台j2）年の

設岫I､いよト山座てあったか、:り|こ

後には18講座に増加したン施設ら

尚内を巾北にはく道路をはさんて

剌側に解剖示教Ｙ､病叩マ教室､西

■'I“バ!*1I '宰快μJ171

卜ｎｍｈﾉヽ卜Ｏ丿入ﾐ･溺卜方

斤亨IIこ）ブバート今治巾
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……夕丿川トトご九打十=｣所輯

ホ七白大丿仁,ツー40:

　

法科人字の開設は1H99(Iりj冶3丿

年､､10乱冲、学生数）6人てあった。

　

法科人学は､東京帝川人学法科

人字とは賢なった教介シフ､テムを

採用した, -'iH乱詰め込み式､暗､記

屯視との批判のあった東人と比

べ､学生と教輿の問の帽//:啓発を

亜炭したゼミナール制の導人や、

卒業論文などを実施レ詐乍の∩苛

性を喚起するよう「人を凝らし

たっまた、コース制をとり、科目の

選択をより∩由にして､修学年数

も束大の」年てはなく３年とした｡

　

これらのシステムは､設､y肖初

の教授陣か就任前のドイツ留常て

∩らか休験した人字教介のあり方

に基ついていた、ドイツ内人学に

おいては研究と敢介（ﾉ几1ぱTか説か

れてょり几1叫仕紀後ｔにはt仕毀の

学問をリートする俘がになってい

た｡彼らの人｀|町よ圭だ30 歳代てあ

り、時に|･人狗」と称されながら、心

気軒昂として、新しい人学を作り

トけようとしたに違いない。

　

しかしノいくも円O刀トにはこの

シフ､テムは終焉を迎えるう去科人

学現程は淑人に々らったものに改

定され、トイツヤシフ､テム導人の

巾心人物てあった高張義人はjO 歳

て辞職する、即時行火へ力作1五門

てあったえ行μﾌﾞし八験において、

京人の卒盾乍（ノバ≒桁率か低かった

ことか､その理山てあっしし（１）

　

行心几成ヒいう八叫力帝人江科

に小刀卜八万爪紅二心川

し､きれ々か９だ形たか､初問の臣

人丿十しノハベみは今々jづ仏ﾉ≒らに九

才のありノバり川いかけ続けてトろ
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高根義人著「大学制度管見｣(1902

年刊)｡高根はこの中で､総長･分科

大字長の互選制の導入､教官側の

講義の自由､学生側の学修･転学の

自由などを主張した｡体系的な大

学自冶論としては日本で最も早い

ものといえるバ2-41〕

高根義人(1867ヽ1930)。｢大学制

度管見｣を薯レトイツ型教育シス

テムの四入を唱えた｡(2-42)

l

j

l

,去科六字字生の講義ノート

(1906qころ)い2-43)

"”〃J”,a‾･心

”－j〃‾7

J〃""‾/

‐

‐

－

ふ竃]ﾚj謡万と里二ず゛

び々ヽベヅび八卜゛

ニ!ブンフり゛

j･ｙｙ゛啄゛”゛７｀

.､.、、gy､瓜･いぷ゛ご'洛卜

,-冽

凡･4り｀‘｀゜゛″｀

71…………ﾚ…

…1'

･･

.･i

　　　　　　　

ﾆﾉづ,

でｉ

｜

し｜

I

　

I

　　

S

　

゛

　　　　　　

づ兪既

　　　　　

ｒ

　　　　

一一μ

　　　　　

４療I,IIU
，･

　　　　　

七ご;.5”｀

ｽﾞj“響ljぐ

＼∠制]

√端番

'4

。-……

雙j;I

･，

　　　　　　

カ

｜

｜

｜

立

ノ

固

陪

　

Ｆ

認

ン

充

分

ナ

ｙ

自

治

ヲ

呉

フ

可

シ

普

魯

西

－
－

タ

ノゝ

明

三

之

フ

法

人

　

ト

認

メ

サ

ノy



･

y

Jｊ丿学弔１数量、I:'j-･1‘, I

　　　　　　　　　

づ,t

　　　　　

ｙ･-.一ら．

　　

’

　　　　　　　　

丿.一卜｀

μ印オｙりう白丿゛

　

７．ムド丿しIメ→

‘，｛で

　

) J
へ

L、j≒

に
に
‐
ト
ド
レ
レ
レ
い

７

/＿・

０へ’-一卜

じ

j ■1
- i

CI

１！．．”,゛･=ｔ

9dli^日ひいﾝTト）９ト’……”クレレレ=１一

考･4,,-■>-'い　゛．，・　二二Ｉい丿二万’：’

幻少タユ穏とブンタン.･.いコノドしｊ
二糾丿一コj1ダ･∇iし丿∧＼一一・ニ１ふl’ j∧｀･

　

砂μ’゛八言じ゛９‾
・寸几かサ∇二乱〕Ｊヽ＞……

白６一゛４ｿﾞﾍﾟこく☆､回

　　

...9 1/二JJ
〉ﾏ)ﾑｽﾞﾚ子二＼yj ゛l''i■■■■

●"'之

　　　　

J.

　

//

　

.'p ･.

ｊ・

ｉ

｡’.I，.’17.’.jZ:.｀しで’Ｉ ．’１’･ｙｊぺl＝゛一一一‘lｙ･.･r
・

し

　　

■

　　　　　　　　　　　　　

㎜

　　

㎜Jj

ｙ

　

吹‰を゛゛｀ヶ

　　　　　　

みH -･-･｀
ダ／Jjヽふ毎倚ぺし゛へ('バ｀<

　

＼対自／………ｏ

　

７

　　

１

　

心卜し

l＼か年っにうう〉し,丿
丿:

ニ……レノシニ二十

二∧寸し

∧ｔヽｖパ゛゛'も亡ブ
Ｕ‘万二。-ﾔC'つ7ノいミ∧バレル

+ 1

1 =

ノ

Ｘ

　

ゝ

一一応；’･リ

　

’－

ｊｊ ●．-ｚ･．．．・．Ｉ．･_．．

．●

　

ふt.・ttJ・そ

　

，･≒Ξヤ．

．’，･１’ｌ”一一ｉ，…

　

．

・

　

．

　

｀”ｔ‘ ’
こここ；

'し

ｊ

:･lに･こ二・”I; ・丿

　

ｌｊＯト,ｊ１゛’ｊ：リ.I

’.Ｔ；え．―，７’，ｌｊＪＩ

．゛り．Ｆ；ＩＩ

　

ＷＪ．．Ｉ

０２

　　　　　　　　

……ｊｋｌ

　

公､、

　　　　　　

≒７７

１

　

陥ま

　　

／

　

ｊ

　

難轟7‾｀y二

　

ｇu
-ａＪ １_､99t._i…………-:?!''""

一声_－'、尹守ｒ二

八

ｆ心

　

m

　

1

1

ブj／:

　　

＼

ごJｲｿﾞ?n……､把117………鰻゛
ｹﾃ

　　　　　　　　　

ﾀﾞl

　

゛'‘'″‘戸二丿T……｀ｽl必i

゛
y

　

/

　　　　

l

　　　

｀'
…………Ｔ∠じ｀･，二壮一

　　　

'iJl

　

jゴニ＼万一Ｉ

　

づ．,

゛〉-ﾀﾞﾌ白

　　　　　　　　

|

=

4 1＼　ITI;し丿１
Ｓ　Ｉ　゛

幽64≒
i;4

　

ゝ冴I

　　　　　　

♂

　　　　　　　　　　　　　　

－
:雰咀泌

　

，・..

　　　　　　　　　　　

･･･゛i

　

-･.I

゛゛

………UJIl y417……　……11111R↓i　……ﾐjj=jj･万,……･l

白多

シ



分
科
大
学
の
設
立
文
科
大
学

０２６

　

文Ｈ人ＴはごIゆjより計1由iのあ

ったードパこ丿ごyＶ）々かては雌も遅

く、1906（口川自訪）圧に設ヽyされここ

に川こにます柏づ子Fか置かれ､以後

順次史了子に見乍緋と駿川されて

いった_

　

削ヽy期のえ科人ずのいちはん力

特色は、人材作川のユニークさに

あった．新聞μより内藤虎次郎（湖

南）を淑洋史に、文壇より幻川成行

（露什）を出文学に迎えること二紆

暦にこたわらす広く人材を求め

た､､腿目脂之助（漱卜）を僥文字の

教授として採川することも

　

一目.は

決定していたか、本人の部介て実

現せす､代わりにト川敏か招かれ

たしり八宇土も人放はぶ）人余りと

少々いか, r''0 .']'■'/■'咬をヤ哀したは

かりの片片から、教授よりら年長

の片まて多様てあった、肢いバよ夕

方まて出人白山とされた研究室て

語りjTい、川１㈲令教役乍土山参

㈲する談謡勁て∩山討議か行い敵

竹川//Tの激しい臨谷七目のあ几り

にする々とし収めしい帝人て学ん

てゐる.ﾋいふよりも、寧ろ.近代的

､y小屋へ迦うてゐるという感し

∩ハノ長ノバ川ぐこIバー､教授ヒノよｰけご川藻

八諦川‥叩）という印象を肖卜似ノノ片

牛にケえたのてあった．

　

京部という占叫.文化の地を背け

として､活力ある自山な宵囲気の

々かて祈しいものを作り卜けてい

く一文科人乍はケ問研づムノ丿ふとし

て川赳的々姿て好にった

７て‾ｉ．ｔ・≒･

･_･こ二－・こ-ｎｔｌし

･１らヅト・･い.ｊに・,.承

ケ桧備．糾七丿い

てトケにヲ匹し二‥

で-４７１

～
昭
‥
‐
ぺ

内毎戸ヤぽIJ川･], 1866一一1り34で:。

そう呵言を旱6ご二咤自の史宇慨

べ０１けうこ､ノ｣研は、1弓竿におい

ては皿嘔ノート・μ詐成卜寸、回

冊t｡雨↑今竹廓Iににけ／ｙ丿の

面萌で謳再を竹トこい。･たとい

う。つ48〕

ソｉリfRi,⊇.珊の教|憬だぞ･、ぼ'lｙjバいへ.ｎ町否否．

ト!･卜ぶ≒本フ三郎、1勿トトfへ7･や十俗;､Iぐり町９

i', t;_t ･･qﾌﾞ■B,;:｡IJリ、T･｣

^^^ぶ1い･1:り.I ･:りｊ大

で.lｙ‥1り0 7 8丿ﾋ０

バ剛士,4 t'･でハこ

トヘｙ
II丿↑か円藤

へしし･,|･｡;回７句い。

バし11

大酋fS(1864バ900)｡東戸

専門学校で哲学などを講し

た｡文卜大才の初代字長に

内定しぺ計画案も作成して

いたか､矢逝。(2-49)
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図､4:館の閲I胞憐桁かIに式に始ま

ったいけj8り出明乱ﾝﾛ)圧のこと

たった初代のにし与館長には､帝国

人乍文科ﾉぐy:をゾ哭して問もﾉこい

弱冠2x歳い見え次郎か汗命された

　

木ト総長は、防砂的に占轜力寄

印を諸ん'面に呼ひかけ、自らも多

数寄贈するなと寸彫町鰍の元実に努

めた．また、す十にも指司教竹心保

認よさえあれは占庫内力検索や書

籍力皆出も片付する々と二頃人と

は違った問かれた制度を司人し

たそのむかけか､川副|㈲支い乍乍

四卒泉論えには原沢を駆使して斗

かれた優奇々らいか多かったヒい

う

　

さらに木トは、京人力岡八館を

学外酋にし公問して、胆々ろ人才

田円=鰍にととまべない第二の帝田

川､I消ドニしての役割も持たせるこ

とを社閥していたといわれる

　

こ

いことは結局実川し々かったか、

削帽ﾘjcノパリくか学外への開放七目

↓目してトた例.として賄味深い

　

ヴ誼堂にしもともと似溶出身心

政治家ｙ川|弥l即か、1帑い｢巾内

力鳥介通錦小路レレに建てた、維

新力志レゾ十を祭り、心品/り瓦示

する施八たっし､I I出にノバ/ﾋﾟ後、臣人

に寄贈され、円(目年丿ヽ叩横内力附

図圖占川巾側に新設､されΛ:その

後は、雌帆玉て十･1 111臣1)余か執り

hlわれ、その際には所収IWIか回よ

された

　

|付喊川占川、尊打いへそして

川Ｕ几汗牡べJハ;|;|;141々1]

鰍の建ら捗ふこいイ削よ､仙内ても

→ヒソ加友々､十闘研究にふさハし

い十問勺旧什＼パ･=二１ヽ乙.］jうに世ハ

れる
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1899 (明治32）年４月に､第１回

陸［こ運動人会が開催された｡］ﾓ催

は､「会員ノ身体ヲ壮健ニシ其心身

ヲ修養スル」ことを目的に設､ｹさ

れた京都帝国大学運動会（公長は

総長､勁０は学牛･今業生･織八々と･）で

あった。

　

その後､陸卜運動大会は秋に開

催されるようになり、かかって４

月には1906年より水ﾄ｡運動入会

（競漕）が人津:て保ヶ崎で開催され

るようになった丿本ト総長は､競技

におけるフェアプレーの実践を強

く学生に求め､他の学校乍徒の模

範となるべきことを説いていた、

実際､運動人会には第二高等学校

をはしめ､他校の牛丿走も招かれて

競技を行った」向人会とも分科入

学の対抗戦が中心であり、各分科

とも勝利を目指してしのきを削っ

たのてあるけjだし出人勁とい910 年

に中断される）｡。

　

創立期の京人における寄宿介

は､第三高等学校の建物を引き継

いたもので､現住の本部構内の北

西寄りにあった」･剔設肖初人学側

は寄宿所の運営に関してはが十渉

iﾐ義をとっていたか､風紀の乱れ

にしびれを切らし､1906年にｰづ竹

岡大した』引刑後は新たに対乍∩

らか総代を選出して諸規則を定

め､また介誌を編纂するな､と叩|

冶」制度か今人された｡なお､この

竹臨は川心大丿年に写ト

高等学佼の巾側に新築移転する

か､これか川存の占日|察てある、
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